
riわち･ふれる.接す 5･脊伊33}

粂ヰ中辛

i.Iii.む に

鞠疎と･鴫碑 が接色名i中 之港蝕)る属名 に は･:スtl.-ドま

たは尊血 ･淳級 していろ申噴 ク長さIi t瑞舌によ ' てま5ま

iでもる.｡そり動作竜泉掃 動詞き& んてサるt､｢ミわ香,とr･Tl

血石.ウニ 結 き考 え者ミ.こガで五言｡士iJこ.肇 すち｣と簡赦す

1QJりIl語も考んi来 る ｡ 動詞9意攻JB柵 を行丘うに巷たこて

類義語や.蓋ええガ現題 しな石 ｡喝を鋸 言明東邦銀9鞄 緩り

急魂 ･同法9孟己且的胡‰ (I?22)によ6と .お )iわち/ふれ石/
+Sたる声 フ B 石/抽ほ も桑,ふれる/.ST る/ぶ つけ3/緑
ミフけ ち,という主を磨き汲足してこ.Eb叔 してl一石 ｡ こ9Ll･論えTt'

豆 ､ちAIて､ その掛 こしたガ わす■･1 あ る ･tもれる ･凄 す8

･鼻能才石,少国語 を類義語と艶ま した ｡そり義一ク姥由は t

･jji 射乳研究所施DFh.類語魚島 くけ掛こよ る と ･r2.ド(｡停止･藤

観 ¢纏に ､偏 れ ル ナもわリ号で嫁 し い LJと詑4'きれて L､吉か

iで 毒を ｡男こり戊 由は.こう 郎 毛は .軸路 と軸路 9接止 も

ゐhiH妻軌 と＼弓 鋸 ‡を紬 巨 ヒlミ一応Q)東通丸を見 1､tlJヒ

'5ガj て一量る ｡ こり繁盛与が.こ¢郎吾り良書峯が勺fi性柊

でもると考kムれ石｡ しかし .こり由語は ､せ く伺Lt'患 束簡
塩を為しているわけて.はTiい ｡モク見辛そ僻と之もtLIこLて

斉家するこ とに する ｡ 事柄 クやJやと走るクは .riわ6･･入れ

るJ竺)-語 で ち か ｡

2.分前

2J. 土塊 と音凍

rt b石･.i､h為 ,接 丁石･偉観す6,り 取結 は ･i凍 て客凍

陀



一耳 ･藤並もさし､は即 も青息わす如 司でも石｡主線

と岳 ･俸 Je りう8もDli.人脚人側 と軸

路で ち石 ｡ 風 車lこIL.太郎 ･左 手･い ､,た人軌 と手･韓 とい, た人体を区別 すち少ガ

tl i しいF .てれせヤ め･入熱t人体 を まt

.らた和式で処捜すfここ_仁子B｡a.I.I. i体 ､客体

とモ人噺人体)9増盲 ｡-くり.破サ ート 敬夕か ミ ミわ

'｡た ｡(目 板やIi L 吸う属に ふれた 0..

;_(3)X線廿は ､ 級 り属 に 穆 した ｡I.(nX

級廿 は . 級り名 lこ 尊称 Lた ｡__･(I) 板温 9たちに 太幹Ii. 乱与

り掛 こ もわ ' た ｡.､ 川1 棟温9 ために 太郎は.

定与り鞄 に ,ihた ｡17)幕板温 りたち

に 太糾 i･' 亀子の観 に 落した｡再 了 枚 温 つ妄りに 太郎は､ 乾与り親 に 昏細した ｡

主体 ･客体 とミ人恥 入甲 ¢喝 名 lよ ･'与も7Jとr

J､心 も ,こ譜が凍え盲｡妄2.I.ユ. 主凍ガ人酎人体卜 書体 方向確り

鳩も｡.叩l 級は ､

寺で 札 に f･わ･盲 ｡･tIo7 鴫は

. 音で 丸 に 3､人 ◆石 ｡(l目貫吸は ､ 吾

で 机に 凄与る ｡い くI21木 坂lま . 舌で 机に 藤触 i5 ｡.(.J37 咋gpt: き
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ま,I.3. 主珠オ人跡 人側 .客体 ガ 胤確り塙名 4

(n) 登山薦 Ii. 台I.lり水 lこ. さわ った ｡

(131 登山竜は. 毎叫 Q)丸 に ふ れ た ..

刑 責登ム毛Ii. 省再 中丸に 各 した ｡

(20了 誉心等HL､ 奄 Itl りネ｣こ 接触 した ｡

(ltl 恥 と. 与で 泉 に ミわ 葛 ｡

(ユ11 8P.li . 与 で 永 tこ .Ilれ /I｡

(231" Rli. 才で 札に 埠する .

(抑 メ8日は . 書で' 丸 に 淳賂する ｡

淵Ⅶ轡蝶.<ノ7,1一_L一
lて
こ

r
r1

P

三強ガ入射人体卜長イネガ温路qJ璃名は､巧わ篭JY
/fl紅
る膏二･

語ガ尽iそ｡

ま.I.午. 主体 ガ日射大塊1､与彼方気体 9 塙 名 ｡

抑 1薄手 は . 波もq)豆乳に ･主わ)も ｡

(2日 三号与は, Iti血り生気 に ､T､ilLた ｡

(37日 i与 は ･ 浅 山9空気に 賭した B

t別 事薄 与 Ii､ 濃LLt:QJ生魚に･接触した｡

i体 hI''人削､榛十 新 本ガ藩 捧 qJ唱名は/3､人ちJとriiiflや圭I
離 ､使たる｡ ｢J､れ ヨi摘 すさ｡Ii.｢そF,現 F'生気i:ふhjJ/軒
さ5Jとわ匂9･1､ん愉免Ii･)､h る/韓 才･盲JIい､j･ような ､亀軒

(_り覗イ気ガ■連捜され声せり にも促 A,:る ｡

2.i.I. i麻 が人鰍人体卜 鳥路 ht'1員に見え良し､煎り璃'a c

(19了 太郎 は . 三 十 糾 しト¢亀丸 に もも,て 舞丸 したt;
(301 太狛 ま. 三 千右㌦ レトQ)電丸 に ふれて 即乾 し た｡

(3りf太郎Ii､ 三†和 しトd)亀丸 に 藤 して 和瓦した

(31)一太 郎 は . 三十五'''IL トり電泡 に 韓紙 して 即死し Ll｡た

主塘力'人恥入休し各棟が目に見iたい明り璃射之.
r
lf､れ
む

が':
楓i石
｡
くれ～(31)の例丈lA､
白組9たy)に札息lこ.
iたネ注を

≠
こて..∫

Il･fJt
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1.

メ∫_∫

ノ

に最 戸_私 に .人体 の一軒ガ接触 して .人体 に亀丸 が 乱れ て.

蕗も丸 した状短･七才 んてl＼た宜 をたい｡

lA上 .-iイ本ガ人鰍 人軸 9璃名 に.つい'(斉家して をた 膏 わIJI

る.li､息侭 が気体 こらに見え.ない も6)り鳩舎 は ･促もないよ

うて･ある詩 ､れBJlよ.客射 こ殉 泉き木∴打二度 L.級 取払凪げ'

虜 いよ うで ち名｡海 手毎 i､音体 力''魚体り唱名ウサ戒丸iよ
, .こうぐちる ｡博 級するJは.絶え･ないようだ ｡

･′ 二丈に .i彼 方''人曜日ti外 う軸･iM 塙 名 は ､tlうT:ち8う

虹 =__一勧鶴こ一口 lこい つ:て も ､数 え.苦れないIil_:¢綾錦 ガーち i
中
子

カリ
○

..丸 5すべてにもた , T考慮打5ことは､ネす亀でも石.そこ

で ､鼻血在勤鴎であるネコを中心 に して孝摩してやきたい.,

入閣ガ∴ 軌的う動作 麦観蜜して総軍う石きい ､廓 的 才人脚こ

Iii等五七夢でkt,下lこ見 a種菌N''5/)､また雛拘り如作t
魔 人化 して ､とiん7;.傾向ガ奄石●と再 3..に注亀 しなくて.∫
尤･主ないと身真′石 ｡

亘 一･6･ i仏 ､身体と摘 桝 朋 .ら
(33) 3･ネコが ､ 艶ネコlミ ミわ石 ｡

(刈メキネ コガ ､ 親 ネ コに 'JJU石C

I (351?与ネ コガ . 汲ネ コに 穆 する ｡_I1∫

三..I(3il嘗キネコカ㍉ 絶ネ コに 淳弛 する .

主像 ､虜体 と毛細的つ郎 は ･T壬tJる上方や 最 中しガ し･r*
iaJll ⊃し＼ては .使 え言 とも使え.ない と‡奮 えな い ｡

l
,詔 .L7. i様 方動的 ､息体 ガm体 り 濁色 ｡

(37) ネ コが . -#甘ん鴇 に もわ >ていe o

/.'(3g)1 ネ コ5'.､ サ甘ん霜に ふんでし､る ｡

-1十 (37了 ネコq･､ りすLj漁 に 嫁して いる o

.:碧.:('fO了 ネコが ､ サガん亀lこ 埠臥して●＼､石｡

苗主線htT鮎的 ､暮仏 が 団体 り塙 名.は Jiわ 3Jだけガ使 i.る ｡



ま.LS. 主体一打軸 的 .書体 h'丸確 り璃 名 ｡

(郎 ネコガ 丸 lこ 主も,てい石 ｡

伸 )†ケコ●h' 水 に ふれ て いる ｡

(や)'ネ コガ -水 に 鞍している .

('44)'ネコガ 東lこ 藤触 してい5.

主凍 Jl軸物 .ゑ峰が息凍 り塙名 は .ri

九 も li.人紙【人側 F主食 つ鏡石 と向L:t'

壬t)したい 'こ

わもだけガ偲●ぇ石 /J､

く絶 えそうFv.ガ.Iよ,

2,L?. i体が如鳴 .音線 が･魚体 V)璃名 ｡

紬)でネコガ . ,yS長●い生魚 lこ もも ,で t､石｡

(牛〈了.ネコ9 . ,J<たい 主.免 lこ ふれて t､石｡

(叩 ?●ネコが . ,Aiたい生色 lミ 埠して いる｡

(仰 Xネコガ. 鬼たい生息Iこ.尊払している｡

主体 h'軸的 .客体h'息凍 り鴻毛は ,海蝕 与る｣は収i良いが .

r,ttもち･ふ.hち･鞍1.5.り三諦 Ii.使 iるガ どうか よ ,

LTiい ｡

ヱ｣./0. 主体 ガ動物 .1.虜体 好日に見えない的ク塙名

岬l!ネコが . 毒すfJLトク亀息 に 主わ )て亀
イSD) ネコhJ. 看.T.'ルトク電泉 Iこ ふれて

(E日米j･コガ'･. 看fIレトの電血に .凄.して

(321'ネ コが ･. すかしト9亀息lこ 替臥 して

奄

亀

亀

蕗

上馬

○
たし

｡
電

○
たし

し

亀 ○

○
た

十ド

L

i確ガ車軸 ･身体がartこ見え良い的り璃阜IL.･r･7.人ちJガ彼ん

るようお/与も盲,li､胤んるギ t･.うむは ,きt)しない ｡

ixと.主体 が軸鳴 り鹿毛1こつい て居象.Lてきた ｡しか し ､

与 よりlミミも＼､よtヽ東野'p-ガ歩･甘' T(.主催 方人恥入榊9璃

ノノ
"

-･,lイLfdlh･.

L

+
,

-
t
､
1ノ

･

.,

wノュtL..五㌧L.,二･

名と.1.ち-3琴丘 東亜息ガ 免 lヽtl'せた ｡｢さも も0度i/石亀感が .

i体 ガ人鰍人傭1う塙名 と動物り璃竜に.七いて.ILLlJiなる

j∫...′.･̂7･プhr誹淵消磁



薄 も ･鳩 鯨 す
る｣ も 阿 t:傾 向 ガ も 石 よ う だ J .I､れ 3Jに つ い て

主席 JI 人 軌 ･人 触 り 璃 名 と - 臥 す 各 軒 J軒 が ･. 息 確 が B t=

fi t､鳴 り 塊 Jta L か み ガ っ た ｡

射 し 甘 5 3･L10tま で i ･体 ガ 生 物 で あ 召 人 取 入 肘 あ る い は 軸 竹

･三つ い て 男 尊 し て 王 T' ガ ･汲 lこ 主 倫 ガ 風 体 り 鴻 毛 に ⊃ l.､て 秀

一 て 巧 よ う ｡

;i宜 主 膝 が 偽 線 ､ 鳥 体 正 人 剛 人 掛 り 塙 Jg ｡

3) コ エ フ ･) - ト り 望 ガ ､ す す り ･唱 打 こ ‡ わ , た ｡

画 コ > フ ､) - ト Q, 壁 ガ . グ 女 q)笥 ヤ に ･ .･TJ t･Tl ｡

画 ` コ > ク I) - ト う 亀 が ･ ブ す う 音 や lこ 接 し 夫 ｡

-,:(如 コ > ク t) - ト り 里 方 ､ ケ F つ 音 守 lこ 埠 絶 し た ｡

好 色 体 ､客 体 ガ 人 鰍 人 射 り 唱 名 は .r与 も 5｣∴ T､九 も ･｢嫁

す る｣ウ ニ 絶 好 捜 L る .

i.紘 . 主 体 Jr 国 体 .鴬 嬢 も 慮 捲 り 璃 名 ｡

価 )鼻 机 ガ ､ ふ 盛 に も わ つ̀ て い ろ ｡

:･_血 統 好 一 ､ 未 森 に ふ れ て し＼ 石 ｡

由 れ ガ ､ 本 品 に 落 し て し､ る ｡

･薙 ') 恥 ガ ､ 本 品 I= 確 執 し て い る ｡

称 が 画 体 .客 体 .t 句 碑 つ 増 毛 は ､て入 れ 吉.･囁 す るJ･裾 線 す

繁り;i 蕗 ガ 捜 L る .
烏三千

_l=191.日 3. 主 倫 ガ 庖 体

■1(lll I) し 1 久.紙 は
-/-ぐ.

7日･) I) ト ミ ス ●純 は ､

叫 k IJ ト 1'ス 紅 は .

両 ! ･) ト 1 人 終 11 .

岳 体 が 息 凍 り 璃 ･B ｡

醍 性 婚 胤 に 主 も ろ と 隻 と

酸 性 癌 丸 に ,7､h る と 史 も

敵 性 嬉 嵐 lこ 橡 与 る と 丸 亀

ろ

る

る

tj

寸
ノ
ー忘
7

▲

C

ウ

敵 性 嬉 血 Jl 淳 触 耳 3 と 史 邑 す る｡

体 が 風 篠 ､虜 体 が 丸 確 り 増 毛 は .r,3.人 も hl'推 し る ｡軸 組 す

iti _ 使 え そ う 恵 方 . 1よ ' き t) し ふ い ｡

¶



2.l･酢 主体耳固体 ､庖林 ガ気体り塙名 ｡

托Sド 息息 は ､ 至急 に

(馴 乞属 は . 生魚Iミ ふれる

仰 )?乞最t･i. 生魚fこ 藩tる

L
l
VL
.
yL

敢 化 青石 ｡

酸化する ｡

敗北 する.

t勘 ､ 乞尾は､ 生魚に 確組 すると 酸化 才G｡

主頒 げ風体 ､書 体 打魚体 や塊名 は ･r･‡､hろ｣甘使 んる ｡ r*亨.弓J

Ii ･収.LてうTEが ､Ii,きt)しな い｡

ユ｣.げ. ii榛 が 倒壊 .客体 ガBk乳と恵方 ,長tJ

u t う り璃 億 ｡

捕)̂ 寄集 りネ オ が ､ 光lこ ミある｡

仰 ･耳恵 のネ打 が . 丸 に ふれち ･.

(叩'与良りネガが ､ 丸に 塘 する｡

(121一与良りネガが . 光tこ 藤鰍盲石 ｡

ノ遠詣式

三諌
-
E,I.小
.I.It̂｢t.
h
･-
･

ヽ

なで確S

･

l
､

主坊 狛 司体 ･点線ガ日 に見 えTiガ , fl'1.鍋林で紅 い

塙名 は ､rJ･れ るJだtlが捜 iる ｡

l'*上 ･主体 ガ項線 ク璃烏 に つい 7･菟乾してき末 ｡｢主

音体 が 人軌 人体)り璃 名 も冊 亘使 え･るよ うだ ｡rltト 石Jは

i

J.-.イNr

btノlりふlC

.わ

り与ペ てに も た >て使 えるよ 5査 J*孝吉.･鳩賂竜王.っ

_よ

勝

報

tJ

奮

.I
路●も い よ＼､ k t L 3がもる ,9.Lは.り主峰が風体 .宮体･音感

確り唱名rミわ8,は ､硬.L恵ガ,+1ガ .鹿川 を腎せ 亀

患歯 辞も lこ .

(93) 木り粗方 ､ .亀 に ミ わ , てし､･石 ｡

q.,
癖失速

tl､う榊東方も り･ミり例えにか 73rS4日丸は ､包'倦 r･･はな

く ･入札 ヒ康一もTu 石と乱 咽がち石｡取入的吊車 と卜もち

王,Tl(叫 鈷孝で 郎 1に とある ｡

‖∫1 九 も}とが.､ い すに ･ミわる ｡･

t抑 はしで ･ご3そうに 古もち ｡

い､,たた晩 方可鼠 で 参る ｡風体で t､人凍 り轟良し凍え5.

野

三
､
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.ー■r
.
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れろtウl二は ･rミわ ろJ方椎 ん 弓 15であ る .

JUこ､i侭 が息体で ち石塊竜に ついて男卑 して亨エ =･.

j･U ･̀ 主体 が魚礁●･客体 ガ人献人体1ウ塊名 ｡

L仰 ' 練り息が. 披r D頼ド もも,毛 ｡

･Lの 破令息ガ∵ 後町¢綿 に ふれた ｡

1-(即 x晩9息が. ._.牧すり柏 tこ.簿した ｡

(cQIX級 り息が ､ 吸音 や根 に 凄絶 LTl.

了i虜 が息縫 ･･各棟 がJ酎入射 F)唱名 は.｢･I･.れ石.机 五･'促 し る.

ク.Ll1. i体ガ'気嬢 .息体が 但錬 り塊名 ｡

fg='泉義 気ガ､. ガラスlミ ミも . て 永痛こなる ,

㌔(92) 永 義気が ,. ガラスに .Tth て 乳頭 となす ,

:::(a)一丸鼻 孔が. ガラスに 接 して 水滴こなる｡

一一(Sil 永義気が . ガラスに 番組して 九滴となる ｡

l ∫一

上 皇捧げ 気体 ･岳借方'向凍 り璃毛 は .riわ石.ヒ鳩 級 与る_,りL綿

方使 える ｡

1･lJg. 主催ガ気侭 .喜藤ガ汲確り璃盲

乱打､ 油 面 に 主 も ふて き
○

○スJ
+dノ

生乳がいれHJ
叫iHHu
.i●_一事1(51)

埠

､埼

e二
人Y･

気 hr.､ 海面Iこ ふhて きりが乳生 育.i

見好､ 海亀に 確して き t)ガ免生 13｡

It即 鬼気ガ 海面●lミ 埠赦 して 亘りガ気色する.｡

主催 摘 体 ･巷仕 方嵐練り増毛Ii/凄絶 する.I;･けq･凪 ･,Vろ｡

TiLトむと簡 3る一〇-誇Ii.胤 えるい な気が 写る打 は,き

Jll.1').しない｡
㌔

1･2･I･げ. 主体 が気体 .鳥碑も魚体ク頑JB ｡

. (81)Xこう魚体は ､ 五 泉に もも ろと 鳩乾 す盲 ｡

.;i-L(To) ミり長谷 は . 丸 まに もれろ(晩発する｡



(n Xこの丸林 は . 丸もlこ 嬉ちちと 頒 蒐す る ｡

(糾 k こう も 郎 i･･ 丸泉 に 音線すiと 頒 乳すす ｡

i塘 路 体 ･阜体t包確 り場合Ii･rふ h 毒,餌 hLl' 妓Lる ｡

机上 .主体 打気体 9郎 に ) いて為 息 してきた/ib3Jは

壷.煉耳良い ･tも,て t使 i.なO B:fth.盲Jli･客舶 凍 確りと

も ､Ii )辛 .)しないガ ･他 り璃 色tL使i･ち･よう青 ｡'薄日 Jli

紬 p･･射 毎 朝 は ･ち いい ､でち石ガ ･他 再 帰 d'枚 摘

い 凋 終日 Iii.･･E味 方Rl林 と丸鋸 璃名に食えるよ5た ｡

2.‡.I.-2.岬 に>●いて･ま とわ り るこい こ享~竜 点 れるJlよ､

生体 と遺 してイ丸田施療ガ永い .1汀 ~ミも5.凋 雛与る.･鳩 音
さ,り境でち8｡主体 が人体で ある璃 名 Ii ･riわ '5｣拍 れちJモ

ほてLt･-同じようlこ使 うここ方できる 言 わ3Jh.恨 えち 中 は.

主体 もちいi雇錬 り ピ31か 一万五も一拍 カギ ､人体でち 5
増 毛 じ取 S ト でいちょう'･だ +dノ

級等一｣3･tdノ
海

○
し､i し､TL t こ3ガ9?い A

･rミわ冨J･･･････L･胤 人様)に集譲､:
'J.h 盲,､･･.･････納経句･喜飯的 .

言.ウ ニ 緒 は.ち

博 す3.･･････ 巧､鳴

海線ううr･-･風体 に集､･点･｡人職(̂ 舶 風体 と見な される c

9.2. か え(人体 り吾桟 によ石確触り方法 り貴賓 )

ここでlよ.･人体 畑 促 に威して 9考蜜 TM で ･考象り対象

となる綿Ii ､r土も 盲)とrJt入 るJウニ.藷でもG｡

(131 作品lこ t わ主Tiいでくだせ い｡

州 ･雑言｡･ド ふk･fiいでく五号い｡

ミウ 璃B.Iよ ､イ乍品･冊 で1きわる/ふ入る 亡者ivるこ とが でき
･る .

(731 臥 Ii. て つ釦 こ 属 で 竜も ,九 ｡

仰 1 晩は . て･り粗 に 為で ふト た ｡
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Tノ

麺 i･.･柵 Q例 丈ti､南方 とも応 t)立> ･ LB･し､筒.て皇もも と

示う左現は481台 ぎこjliく ､ し , く りし良い.｡ふ誉柁寛廃 り

鞄 本国語大串私 によ 石と ･rミ.7bちOまで級ももと払 遥 与れ て

･-i-(3 ｡･1山 こi石と ､riわ盲.はriでふれ竜一と いう こ とに 左 石 ｡

主体方人跡 人掛 り璃J'8､｢t･･J鴇 に つ い 7才iて 与る と /iて･.JY.

亙Tiで.とか ･人体り.&和良 ク名称 才rli浄ほ てちここ ガで き石｡

;--:･(151本かt･上 丘T･･ 如 きわ ,去 ｡

∵(1fl 未申.li､ R_で 札に ふ人 屯 ｡

華 ･{m ｡和 えに千 ､-7lよ､恒 軸 足がな(､｡と5'aと･Tさ
二･轟:･3Jli.一触 ll/iで J､入 るJとは･吉iない9で は ない ガ とい-し4

せ 絶夙ガ.もころ ｡ しガし.(13ト (斬 り倒立 だ主もするよ -5 1,i ､二■J_て.ト･
撃て ミわち｣ともiて艶越しなくても ･与lこよす専私室とを局r1

鮭 判叫ガつく と思 わ人 吉ミとガi / tわ 草.い ､うIiA 町 手

軒よう凄触き.大祐 っ化 9衝血 よt).よっ強く泉上す噂 積 がち

I
･:.･

.か

.JJ

J･L

ち

.r
a
に

..d

向

と

ち･･ふ れ.ち･藩 する･接触する.ヒhう主春にJL1て､ こ

ク もふ あ しら 盲動 4t号的花町 ごとi i.て薫度 し7号 ち

与る ｡

乱･'.3.I. 一速息
･一mト 太 郎は､ 克子 Dか こ すば やく ミわ ,去 .｡'■

言却 1 丸 印は､ 見 辛 や名に すIi'ヤく titもた ム

(削 り例とは ･句･斉 とi使 えす ｡ .し ･オし.Jtlく-同LIf77泉そ

15･.万 石わけではない .rす 呼べくJ､hJl.'9カが 不自然 Ti長が す

蚤_.こ木 Tl'けで吐 ･絵 絹を≠ モ7='L lとく いが 膏 も5Jり方が

人も よ●I) ､粕朗色い ミ 速見感 .)よ り藤 軌 9スビ ードが巷6

5七 島 'Lろ ｡
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1.3.2. 的筒椎 と亀急 性 こ埠触51
叩 1 枚 り尾 は ･ Li.Lり一瞬 硯 臥 官 ら属 lこ ミも ,ち .

(Fp) 取 り亀 は ･ liん0一瞬職 晩軒51名に .7､人美 ｡

(印 ･¢叫 ク例 iは ･.内示 ヒモ促 L石 ｡しガし .r!ん 5.9元方ネ

亀焦 な息ガする ｡

(IOIl こり粗は. 肌 t-ゎ t)かよ い ｡

(To2) こ う晩fi ､ 寺tEゎ ')ガ 亀.い .

rgL*Jh l).,･r尊さわ クJとも､う 吉見 は あ5ガ .I-nu六･十1.J･ri.7:れJと

･､ う主隻IiJih .色紙 は ･たし キ lこ.JJ-し接線 Lttだけ

ちするガをしト ない ｡し甘 し､繰触 り再筒 が針 目,-Lと㌦
fL
nノ

で

よ

碩吏息もF'lこ友 吉再 'TLも石｡ 知 ざわ 九 ･■ー音さ.ち))ーこ い ,太

･日)チ.奇 観飼覇ガ良いほど､よ)確隻 に kZ ｡'-LR･,,ilt.J･ri一

日 一Jい､う主菜がない ことガムt馴･'t.1す言と思●･)が .r士わ香,

うlまさか ･㌦ 巨6.より･藤奴虹掛が弱絶 句で も壱ようIL･t｡マ

iて ､音線5.t良 いと思 右 l･･.る ｡漁色GF:.夙溝で 与 3ガ .r壬わ

ノあiJy/I･.i･Ju,j.t､､.う 素免 がち8了 キトリもjJと再 4日1..

g = こきh t)あう息pil.ガも リ.忘 れ も_5JY_い513) 描 .触手と

;iLりILti'五㌦ itうえ虎 かT･･きちという置攻 が 毒る ｡こht.

｢15わ3,Q,方･6.㌦7-･I､人 言.i･.I)淳組 的覇ガよ 再 き紙的て√ち ぎとい

う こ Y,そ孝一t7.Jt盲i-う lこ思 える ｡

(/I.,3) 大師 は ､ 毘･fり風に わ1･'と きも , た ｡

(廟 大師 と. 克子ク,Rに わ+i.乙 ふんた ｡

(F'03日 pi.･･･7'例 丈 u ､両方 と1使え8. しか し.｢わざとふんfI.9

35才'子亀患 ぐ ちる ｡つ つ･Jとても ,た り方か .より真実性が戚

L'三九 石 了 ミわ 乳 り月lこ..亀息怪力.奉るよ うに患え.石 生

(053 大師 i こ 克子に ,71ト た171.)をL.て 壬も , た,
(ldl鼻太郎 Lよ ､ 花もlミ ミも点･Ill)を して ふ 人た .

(!csl･(/a)乏比べ て神石ヒ･喝j̀ 机 ミ/tlお吉 J lミは ･蚤も･T与がち

盲 ことが わか 石 ｡しかし ;I-･7･人 言.tも･Piく患急性が丘い才 と
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小 i こそ5 ではな く .ち･笥環も t孝;vSL 石膏 も ヲJJ/七 七､-

--冬鳥 ･性ガ ･r･7､トう,よ)鹿い 殖 向ガちるようfyl了 ミi-,5,は 2.二.

車老屠｣ 1:･よゝiこ､与に よる妻 私 と曳 く日 掛 fth･'も,I;こ 軒

.i∴ よT)良 い東急牡ガも3りガそし れな い ｡

茨 lこ簡 す3, tこ)いて考杏 して})石 4

:(/071 ･守りを Ii､ 牡 i･JT･ 暮 して た て7ちる./.
(/Ql) 戸に 卓ぐ 脊 して iiLltLガも石 .

廃 す盲,- ､う針 i･雀触 tLいう 勤帝 よ り.確執も 5日 言..-i,/

I-_:ta距軸Jfもいて:fS吐 した5-五 ､番上 しTr享も 状弘 之f<),す如

執りようである.

･tえlこ簡 臥す 3J に つ いて斉 家 してサ香 り

烹tto?) 級9号 と 太締り辛み 各線 した ｡

Luoti もり人 と 轄組 寸3 ここTl'車 i きけ圭 い .,

絶ち3.とhう話 tよ､埠紙 面が級(.馴 机 たJ丙右 これ 喜 J;

あ3鴫名ガ机 ､よ う た-<｡

翠.す. 鴇 丸

橋丸 lこ)い 7考要し て今夏こ と にする ｡

害.･叫tA打8に-すろ ･･■■I

:-i:-:証 1 ･1､3丸首告が . 卦 とうに ミわ ., 夫｡

去_-_き.照 ) 臥 り舌が ･ 彼女Q)釦 こ ･Il九た

韓岬 象が ･ 大通1圧 穆してい富｡

(11勺)長打り卓 が ､ 茨eFP亀恵与に ヰ払 した｡

-羊B～互換して を .丈孝Y-しては威フキ っ が ､内毒 は ､同
lよない ｡

如 .2 A げ Bt ､音石｡

'･lpSl､ふち え 弓手 が . 外 とうと 与も, 玉 ｡

-tuEl 吸 り き ガ ､ 級9 9,A と ふ トた｡
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(州 もガ'､ 大通t)t 塘して ･＼､.ち ｡.

lJIgl 丸叶う皐が . .,t史郎 ?色艶 卓と ヰ触 LTl.

ALB は 晩 しても､･丈草 として 暮よか i'つが ･内亀'1 .伺

L'ではTi l＼.

2.4.3. AでB l1.- 号3･｡

･州1 ふち丸ち告で 外こうに ミb ,Il °

(.uol 告で 汲女g)長lミ ･ふれ 11.

仰 木狩り車で 現れつ.色艶ヰ lこ 蕗紘 した .

rAで Bに､ す る ｡J という碑 i に等 才芸.ti偲 丸な しt｡

2.十､年. A lこB壬､ させろ.

(1211 ､!､うえ.ち舌に 外とさき ともミせる.

(必3 枚女に 属 と ふれをせ･石 ｡

倒 木酔う車に よ的り白鼠卓を 帝粗 を七盲 ｡

rAlこB を一一させ3･り こ.､､う楓 i lこ鳩首3.比後 もない ｡

2J.他軸網 と色動的 ●
､~±もちJlよ､慮 別 として亀動詞で ある ｡ 他動詞lミ持

物 としては .丸亀 瓦 ク領 野雪Bに

･dHJノーノ.-ノ.T=t.

･た.Ie､上＼l_し

tusJ を才 もh言古も 鼻音Liド･ふbヒい う-刷 り～ワ

r.I∴九もト ヤ射 亀鋸 的 ち 言が ､こht穂転調こし

TQT
取

去
ソ
て

h主LT=倒 こ してii､三島血統も9可軸喝｡11

仙 初iLli､ 号 ,と耳 鼻に 手とふ んて 事'tも卑 した

｡倒 ガある ..ミ_ラ.他 lミ敦仇 もち｡(伊納鮎 もBi･眠 り単軸 句も上t))

博 す5.,鳩敵手亨.lL､色他 丙か ミ月日､ふれる可絶性 つ も5

漢語サ史勧洞.である ｡

3. まとや

糾

~√｢■11･.II

4
Y.√t

勺.TlJJ･･~
~r
,.~.Jl



最後tミ ･こ9.心蕗iつ名東そ よとめ7号 ち ｡

簿 わb.T 一人恥人体ほ 中l山こして 棲紙 ヒトう動作 モ ヒ三九7

.1＼う ｡41ミよう韓鍵が ヰtか･･tたるようだ ｡接触つiビー ド

l鹿方もt).穆終i5才良･<.埠敵的駅Jll頼線的でもり､急患∫｢
性ガも盲 ｡ 巳韓詩的でもろ ｡

甘 トをJ+ 鈎泡的 ･鼻敏郎=こ確鍵 とし､う動作 とYJ A.てh ち ｡

痕掛取鴎ガ良し､.緑級g)ス･L.-L･'感材'ち鼻t)な く ･薄紙 亀

久手は田虫 と 五 三で ､韓組的喝 は鳴簡的でも､).寛 も性

も31告とないて.きり南方方も石 ,ギヤ丈線的でもる4

線 すちJ-1 帝鉢ヒ早う■動作 よ 1)･音吐 ちさい 摘 触L夫よま
I,I.:I:三..L.摘 止 Lた状飽そ示す ｡史音錦である.

聾 級盲ち√一淳飯南が狭く

;I-:千..-か ､.丈寺経で毒も.
■l●

輝
r
J
に灘
､

･五

五

せ大

胡

･埠臥 した高鳥 に枚もガもち璃名が

幸男史郎

郎雪朝食角 句鼻緒条も .t961･1 3.紘 .盾美也絶

郎 吾研究所 物 拘り急Di･穐洩り見遣的砺 恵一 1172.3 毒

虫粗 '

出 '気埠馬 主耶7.5㌧ 岩波音店

小豆腎･青島盈貴 簡義経嫡鮎 耶1･7 7板 東互生

克夫舌手兵刊 行え ●'qB鼻風誇大離 & ､け･tf･?･l叩 .∫ ･i皇軍

屯武 ･虜慮管領 ･長嶋喜好 ･山砲漣 Pことばク患鳴
,-I. 即す./0 号 凡杜

∫
･[:
I
,i
.

._,.

1.r>
1
.
･11ノ

=ツ

H-二T

⊥
bP 海経度 17FS･阜rR 長野農奴本卑生 ｡ J?ヰ 乙 で即 ･P.,

後も恵 ｡
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